
令和５年度シラバス 現代文Ｂ

沖縄県立北中城高等学校

教 科 国 語 単位数 ２単位 学科・学年・コース・組 ３ 年

使用教科書 東京書籍「新編現代文Ｂ」（現B301）

副 教 材 等 「現代語練習帳 ことのは」（いいずな書店）、「最新国語便覧」（浜島書店）国語辞典、漢和辞典

１ 学習の到達目標

近代以降の様々な文章を的確に理解し，適切に表現する能力を高めるとともに，ものの見方，感じ方，
考え方を深め，進んで読書することによって，国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。

２ 学習の計画（どのような内容を、どの時期に学ぶのかを含む。）
月 時 単 元 名 教 材 ※は備考 主な学習の領域 主な学習活動（指導内容） 言語活動 主な評

数 価方法

４ ６ １評論 最初のペンギン 読む ・「有限の立場」とはどのような立場かを理解する。 科学文明，機 授業の取組の

（手引き２） 械文明が発達 様子

した現代にお

・「最初のペンギン」という言葉の意味と筆者の言う いて，当然の

「創造的な人間」の意味を正確に捉えて，両者の共 ようにあるも

通点を理解する。（手引き４） のがどのよう

に開発，発展

・不確実な現代において，われわれはどのようにして してきたかを

判断や行動をしていけばいいかを理解する。（手引 調べ，そのも

き５） のの存在意義

をまとめて，

発表する。

５ ８ ２小説１ カンガルー日和 読む ・カンガルーの赤ん坊を見に行くことになった経緯 ・「才能が枯 授業の取組の

と，実際に見ている場面の展開を理解する。（手引 れ尽きてしま 様子

き１） った作曲家の

ような顔つ

・カンガルーの赤ん坊を確認する前と後の，彼女の心 き」のような

境の変化を理解する。（手引き２） 極端な比喩表

現を味わう。

・カンガルーの赤ん坊を「彼女」が確認する前と後 ・一般に「行

の，「僕」の心境の変化を理解する。（手引き３） 楽日和」など

と使われる

・作者独特の軽妙な会話や極端な着想と比喩表現を理 「日和」を本

解する。（手引き４） 来なら結びつ

かない「カン

ガルー」と結

びつけた作者

の意図を理解

中間考査 する。

創作の楽しみ 意見文の書き方 書く ・テーマを設定し、情報を集め、それを整理して文章にまと 発表する 授業の取組の

話す める手順をとらえる。 様子

・客観的事実と自分の意見を区別して意見を述べる。 意見文

６ ８ ４詩歌 竹 読む ・詩の基本的な読み方を習得する。 鑑賞文を作成 授業の取組の

永訣の朝 しグループで 様子

一日の長さ ・詩の情景、心情などを表現に即して読み味わう。 発表しあう。 鑑賞文

３随想 カフェの開店準備 読む ・ごく平凡な日常生活に対する筆者の観察の細かさ 筆者の考え 授業の取組の

を，自分の体験と比較して理解する。（手引き１） る「生」を 様子

・「目的」と「行為」という言葉に対する，筆者の考 自分の日常
えを理解する。（手引き２） の中で捉え

・「行為が習慣化したとたん，その行為の源にある生 て，どのよ
命力は死ぬ。」という言葉の意味を理解し，筆者の うなことが

「私たちの生」に関する考えを理解する。（手引き 言えるかを
３） まとめる。



７ ７ ５評論２ 言葉の世界を切 読む ・本文を読んで、印象に残った表現、文章の構成の仕 自分の考察を 授業の取組の

り分ける 方などについて気づいたことを挙げる。（手引き１） 深めて意見を 様子

・外国語でコミュニケーションを取ることの難しさに まとめる。

ついて、具体的に理解する。（手引き２）
・言葉の「『面』としての意味」について、具体例を
踏まえて理解する。（手引き３）
・異なる言語が世界を異なる仕方で分節することにつ
いて、具体例を踏まえて理解する。（手引き４）
・言語の働きについて、筆者の主張を踏まえて、考え
た事をまとめる。（手引き５）
・言葉による世界の分割の仕方について、具体例を用

話す いて話し合う。

※「ことのは」 書く ・漢検３級以上レベルの漢字を習得し、基礎語彙力の充実を 授業の取組の

図る。 様子

９ ８ ４詩歌 春雷【俳句】 読む ・それぞれの短歌に詠まれた情景を読み取ると同時 グループで鑑 授業の取組の

に，そこに込められた作者の思いや感動を理解する。 賞文を作り発 様子

表する。

６小説２ 鞄 読む ・「私」と「青年」のセリフに注意して，物語の展開 の小説の暗 授業の取組の

◆小説の楽しみ を理解する。（手引き１） 示性とスト 様子

④…不条理の文 ・「私」が「青年」と青年の「鞄」に対して持ってい ーリーのお

学 る疑念を理解する。（手引き２） もしろさを

・「青年」にとっての「鞄」はどのようなものかを理 読み取り，
解する。（手引き３） それを紹介

10 ８ ・行く道を束縛されながらも自由だという真理を理解 する文章を
中間考査 する。（手引き４，５） 書く。

６評論２ ホンモノのおカ 読む ・「ニセガネとは『似せ』ガネなのである。」と筆者 自分の考えを 授業の取組の

ネの作り方 が言う意味を理解する。（手引き１） 人に納得させ 様子

◆言葉の扉④… ・「預かり手形」が本物のお金と同等に扱われるよう るために必要

現代の敬語表現 になる過程と理由を理解する。（手引き２） な論理的な発

・「ニセガネ」と「預かり手形」の違いを理解する。 信の方法を理

（手引き３，４） 解する。

11 ８ ・お金の本来の意味と「預かり手形」が現代の経済の
仕組みにつながる過程を理解する。（手引き５）

未来のありか 読む ・「未来の事物」「未来の役割」について考える。 本文のテー 授業の取組の

（手引き１） マに関し 様子

・未来の事象の予期や想像が個々の意識の中に生ま て、興味を
れ、社会生活の中で共有されていく過程について理 持ったこと
解する。（手引き２） について課
・「未来」が事前に想像されるものであることを理解 題を設定
する。（手引き３） し、調べて
・「未来らしさを支えるもの」について、論の展開を 発表する。

期末考査 構成を踏まえて、まとめる。（手引き４）
12 ７ ※「ことのは」 書く ・漢検３級レベル以上の漢字を習得し、基礎語彙力の充実を 授業の取組の

図る。 様子

２小説１ 山月記 読む ・主人公李徴の発言によって，小説が構成されている 李徴の生き 授業の取組の

ことを理解する。（手引き１，２） 方について 様子

・前半部で語られる李徴の情況と人間像を理解する。 の意見を文
また，虎に変身する過程とその時の李徴の心理変化 章にまとめ

１ ６ を理解する。（手引き３，４） て，お互い
・李徴が袁傪に依頼したことを理解する。（手引き に発表す
５） る。
・李徴自身の気がついた，虎に変身しなければならな
かった理由を理解する。（手引き６）

学年末考査 ・作者がこの小説で語りたかったことを理解する。
（手引き６）

２ ４ まとめ 感想文 話す ・１年間を振り返り、学習のまとめとして感想文を書く。 授業の取組の

書く ・文章に表れたものの見方や考え方によって学んだことを振 様子

り返る。

３ 課題・提出物等



・ 各単元において、学習プリントやレポート等を提出してもらいます。また、ノートや感想文、「相互評価表」なども提出してもらいま

す。その都度、先生から指示がありますので、よく聞いて提出期限の日までに提出してください。

・ 六月の「弁論大会」に向けて意見文を書きます。具体的な取り組みは中間テスト後から始めます。日頃から新聞や読書を通して自分の

考えを深め、表現できるようにしましょう。

・ 一，二学期の学期末に「漢字力テスト」を行います。テストの範囲は別途先生から連絡がありますから、計画的に学習しましょう。

・ 夏休みの課題として、読書感想文を提出してもらいます。具体的な要項は夏休み前までに連絡しますが、日ごろから読書に親しむ生活

を心がけましょう。

４ 評価規準・評価方法

評価は次の５つの観点から行います。

関心・意欲・態度 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 知識・理解

国語や言語文化に対する関心 自分の考えをまとめたり深 自分の考えをまとめたり 自分の考えを深めたり発展 表現と理解に役立てるた

を深め，国語を尊重してその めたりして，目的や場面に 深めたりして，相手や目 させたりしながら，目的に めの音声，文法，表記，

向上を図り，進んで表現した 応じ，筋道を立てて話した 的に応じ，筋道を立てて 応じて様々な文章を的確に 語句，語彙，漢字等を理

り理解したりするとともに， り的確に聞き取ったりして 適切に文章を書いている 読み取ったり読書に親しん 解し，知識を身に付けて

伝え合おうとしているか。 いるか。 か。 だりしているか。 いるか。

これらの観点を踏まえ、各授業や単元ごとの具体的な評価方法としては、

・ 授業中の学習の様子（発表や討論の様子、学習活動への参加状況など）

・ 「話す・聞く」や「書く」学習の際の発表や評価表

・ 学習プリントやレポート、意見文、感想文などの提出物

・ 週末課題の取り組み

・ 年５回実施する定期テスト

なお、１学期・２学期・年間の評定は、上記の評価に加えて、１・２学期の学期末に行う漢字書力テストの成績や定期テストの成績を

もとに、総合的に判断します。

５ 担当者からのメッセージ

いよいよ高校生活最後の学年になりました。さて、国語科では、３年間の国語の授業を通じて、皆さんに、社会人として通用する「話す

力・聞く力」や「書く力」、また「読む力」を付けることを学習の目標としてしています。

三年の「現代文」は二年で学習した「現代文」の内容を受け、引き続き、高等学校国語の発展的な内容を学ぶ科目です。内容的には、明

治以降の「随想」や「小説」、「評論」、「詩」などを通じて、「読む力」を付けるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深める学習

をします。また、科目の目標を踏まえつつ、折に触れて様々な言語活動を行います。それらの活動を通して、皆さんに高校生としてふさわ

しい「話す力・聞く力」や「書く力」といった表現力を育成します。

卒業後も、豊かな言語生活を送れるよう、しっかり学習していきましょう。


